
第２１回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和５年１２月２０日（水曜）    午後１時３０分 開会 

休 憩  

午前２時００分 閉会 

会議場所  ３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  渡辺洋一郎 委 員  中村 和宏  

副委員長 立川 美穂 委 員  中田智惠子  

委 員  正村紀美子 委 員  鈴木 健充  

委 員  木村 淳彦  議 長 梶澤 幸治 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 竹川 恭史 総務係主査 上田瑞紀 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１） 調査事項 

ア 議会だより１月号の編集について           当日資料１ 

イ 議会だより２月号の編集企画について         当日資料２ 

ウ 第２回モニター会議の総括案について         資料３ 

エ 令和６年度議員研修計画案について          資料４ 

オ 白樺高校（３学年）包括連携協定事業の総括案につい  当日資料５ 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

令和５年 月 日（  曜）   時   分 

（２）その他 

 

                                       

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより１月号の編集について  当日資料１ 

・中村委員：発行日は来年１月12日。校了は今月26日。軽微な文言等の最終整理は

事務局一任として内容を確定させたい。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 



・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり編集を校了とする。 

 

イ 議会だより２月号の編集企画（案）について  当日資料２ 

・中村委員：資料説明（ページたて、校了日は２月２日、８ページ編集等）。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり編集を進めることを決定する。 

 

ウ 第２回モニター会議の総括案について  資料３ 

・立川副委員長：11月29日に開催したモニター会議の総括案を整理した。モニター

会議で出された意見については、すでに２度の特別委員会（第８回委員会：12月1

日開催／第９回委員会：12月7日開催）で共有していることから、資料の「５：議

論を踏まえた共通認識」と「６：議論のまとめ」にまとめ、また「７：総括」は、

モニター会議の結果を議会として、どのように活用・反映したかという視点で整

理したので協議したい。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：次回の全員協議会（１月開催予定）で共有する。 

 

エ 令和６年度議員研修計画案について  資料４ 

・事務局長：今年度予定の研修をすべて完了したことから、事務レベルとして、新年

度に向けての案（たたき台）を整理したものである。案の考え方は、年度当初に策

定した「活性化計画」に位置付けてあるものの取り組むことができていないテー

マや、今年度の議会活動において強化すべきと捉えたテーマを、あくまでも事務

レベルで抽出し整理したものである。今後は議運及び全協で検討・協議しながら、

１月までには案を確定し、遅滞なく講師との調整を進めて実現を目指したい。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：次回の全員協議会（１月開催予定）で共有する。 

 

オ 白樺高校（３学年）包括連携協定事業の総括案について  当日資料５ 

・立川副委員長：資料説明（事業根拠、事業目的、実施日時、総括）。事業目的は概



ね達成とした。課題は、実施時期及び設問内容の精査。今後の取組みとしては、い

ただいた意見を今年度の活性化策に掲げた「広報広聴の機能拡充と手法の改善」

に反映させていくこととした。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・正村委員：今回の事業に対する総括として理解する。ただし、事業自体の検証は別

途行うことが必要と考える。 

・中村委員：事業の意義は理解するが、実施時期について再考の余地はある。12月

定例会議の会期中の設定は多くの議員からも指摘があった。また、設問内容も来

年度に向けていっそう精査していくべきと考える。 

・中田委員：今回の事業に対する総括として理解する。ただし、課題で提起されたと

おり、実施時期及び設問内容については再考すべきと考える。さらに、事業の準備

に係る特定議員（議運正副委員長）への負担も多く、この軽減も次年度に向けた課

題と捉える。 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：次回の全員協議会（１月開催予定）で共有する。 

 

・委員長：お諮りする。当日提案として「令和６年度議会費予算案について」、「押印

見直しに係る例規の改正案について」及び「議員派遣について」の３件を調査事項

に追加したい。異議ないか？ 

 ・（異議なし） 

 ・委員長：決定する。 

 

カ 令和６年度議会費予算案について  当日追加資料１ 

・総務係長：政策推進課長の一次審査を経た時点の新年度予算案となる。今後、理事

者査定（１月 15日予定）があるので、その前に議運で協議・共有し、全協で共通

認識を図り、案を確定させていく流れである。特筆すべき事項は３点。一つには議

員共済費の率の減による予算減。二つには議長タクシー借上予算は、これまで一

括（総務課計上）予算計上だったものが所管計上（議会費）となったこと。三つに

は人件費・物価高騰により基本単価の増による予算増である。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：説明内容について議運内の共通認識として、次回の全員協議会（１月開催

予定）において全議員で共有する。 

 

キ 押印見直しに係る例規の改正案について  当日追加資料２ 

・総務係長：国（内閣府）の「押印手続きの見直し・電子署名の活用促進について（マ

ニュアル）」を踏まえて、本町議会として対応しようとするもの。３月議会への提

案により関係例規の「記名押印」を廃止しようとするものである。なお、今後、全



員協議会においても共通認識を図り、本会議に提案しようとするものである。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・正村委員：今回の提案は議決要件に限定した内容か？ 

・事務局長：お見込みのとおり。議会内には様々な押印の事務があり、それについて

は、議会内で整理（決裁）できることから、本日の提案に含んでいない。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：説明内容について議運内の共通認識として、次回の全員協議会（１月開催

予定）において全議員で共有する。 

 

ク 議員派遣について  当日追加資料３ 

・総務係主査：上美生中学校から「めむろ未来学」として、地元出身の梶澤議長及び

伊藤議員に対して派遣依頼の依頼があったもの。議員派遣の決定については、閉

会中であれば議長に決定権があるが、議運内で情報共有しようとするもの。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：説明内容について共通認識とする。 

 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・正副一任 

 

（２）その他 

・ 委員長：「その他」で各委員からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：議長からないか？ 

・ （なし） 

・ 事務局からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：以上で終了する。 

 

                    以上をもって議会運営委員会を閉会する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 １名 合計 １名 

  

令和５年１２月２０日 

議会運営委員会委員長 渡辺 洋一郎 

 



 


